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産婦人科領域におけるT-3262の 臨床 的検討

河 合 俊 ・小 山 茂 一小 平 博

正 岡 直 樹 ・飯 塚 貞 男 ・大 屋 敦

東京都立広尾病院産婦人科*

産婦人科領域感染症に対 し,新 しい経 ロ ピリ ドンカル ボ ン酸系抗菌剤T-3262を 使用 し,以 下 の成

績を得た。

1)対 象疾患 は子宮付属器炎7例,骨 盤腹膜炎1例,子 宮筋腫術後死腔炎1例,バ ル トリン腺膿

瘍2例,膀 胱炎1例 の計12例 であった。臨床効果 は,著 効1例,有 効10例,無 効1例 であ り,有

効率91.7%で あ った。

2)本 剤に よる と思われ る副作用,臨 床検査値異常 は認め られ なか った。
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T-3262は 富 山 化学 工 業(株)で 新 し く開 発 され た ピ リ

ドソカルボ ソ酸 系合 成 抗 菌剤 で,構 造 式 はFig1に 示 す

よ うに,ナ フチ リジ ソ環 の1,7位 にそ れ ぞ れ2,4-ジ

フルオ ロフ ェニル基 及 び3-ア ミ ノピ ロ リ ジ ー ル 基 を 有

す る。 今回 の臨 床 で はT-3262の150mg錠 を 使 用 し

たが,パ ラ トル エ ソス ホ ン酸塩 と な っ てい るた め,Free

baseと しては100mgで あ る。

T-3262は,グ ラム陽 性 菌,陰 性 菌,嫌 気 性 菌 に 対 し

広範囲 な抗菌 スペ ク トラム を有 し,特 にStaphylococcus

aureus, Streptococcus, Enterococcusな ど の グ ラ ム

陽性菌,PePtostreptococcus, Bacteroides fragilisな

どの嫌 気性菌 に 対 し,従 来 の ピ リ ドソカ ル ボ ン酸 系 抗 菌

剤 よ り強 い抗 菌 力 を示 す とさ れ る1)。

以上 か ら産 婦 人科 領 域 感 染 症 に 対す る本 剤 の有 用 性 が

期待 され,今 回 我 々 は産 婦 人 科 領 域感 染症 を対 象 と して

T-3262の 臨床 的 有用 性 を 検 討 した の で,以 下 に,そ の

結 果を報 告す る。

I.対 象 及 び 方 法

昭 和62年1月 か ら3月 の 間 に 当科 外 来 を受 診 した11

例及 び入 院1例 の感 染 症患 者 計12例 を対 象 と した 。

Fig. 1. Chemical structure of T-3262.

対象疾患 は子宮付属器炎7例,骨 盤腹膜炎1例,骨 盤

死腔炎1例,バ ル トリン腺膿瘍2例,膀 胱炎1例 であ っ

た。

投与方法 はT-32621回150mg1日3回 と し,投

与期間 は5～14日 間 であった。

細菌培 養は,検 体 として子宮 内容 ダグラス窩穿刺液

あるいは膿 な どを採取 して行 った。細菌学的効果 は菌 の

消長 か ら,陰 性化,減 少,不 変,菌 交代 に分 けて判定 し

た。

臨床 効果 は,主 要 自他覚症 状が3日 以内に著 しく改善

し治癒に至 った場合 を著効 とし,主 要 自他覚症 状が3日

以内に改善の傾 向を示 し,そ の後 治癒 した場 合を有効 と

し,3日 経過 して も改善 しな い場 合は無 効 と した。 ま

た,切 開な どの外科的療法 を併用 し,著 しく改善 された

場合で も,著 効 とせず に有効 とした。

II.成 績

Table1に 子宮付属器炎7例,骨 盤腹膜炎1例,骨 盤

死腔炎1例,パ ル トリン腺膿瘍2例,膀 胱 炎1例 の臨床

結果を示 した。

1)子 宮付属器炎

No1～7の 症例であ りT-3262を7～12日 間の投与

を行 った。 こ の う ち1例 を著効,6例 を 有効 と判定 し

た。No.1～4の 症例は下腹部痛 の持続あ るいは増強を訴

え来院 した患者であ る。いずれ も付属器部位に圧痛を認

め てお り,臨 床所見上子宮付属器炎 と診 断 し,T-3262

の投与 を 行 った。 投与後3～4日 目には症状の軽減を

認め,以 後治癒に至 り有効 と判定 した。No5の 症例は

来院3日 前 よ り発熱,下 腹痛が出現 し,来 院時 の体温

38.5℃ であ った。本剤投与3日 後 に速やか な症状 の改

*〒150渋 谷区 恵 比 寿2 -34-10
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善を認め,著 効 と判定 した。

細菌学的効果判定 の可能症例 は2例 であ り8taPhylo-

cocms aureusとStaphylococcus saprophyticusそ

してSaureusとKlebsiella pneumoniaeが 起炎菌 と

して分離同定 された。投与終了時 の分離培養 はいずれ も

陰性であ り,陰 性化 と判定 した。

2)骨 盤内感染

No8は 骨盤腹膜炎 の診 断で入院 した症例 であ り,T-

3262投 与5日 間 で解熱,圧 痛 も消失 し有効 と判定 した。

No9は,腹 式単純子宮全摘術後退院 した患者 であ るが,

下腹痛 を訴え来院 した。T-3262を12日 間投与 したが,

下腹痛がやや改善 したのみ であ り,無 効 と判定 した。

No8の 症例 で,ダ グラス窩穿刺 に よ りStaphyloco-

ccusmrneriとXanthomonas maltophiliaを 分離 し

た。投 与後 穿刺 する も採取 不能 のため菌 消失 と判断 し,

細菌学的 に陰性化 と判定 した。

3)パ ル トリン腺膿瘍,膀 胱炎

No10,11の2例 が,パ ル トリン腺膿瘍 であ り,い ず

れ も外科的処置 の併用 を行 った。従 って臨床的 には有効

と判定 した。 膿 よ りPePtostreptococcus magnus,そ

してStaphylococcus uarmri, Bacteroides biviusが

起炎菌 と して分離 され,投 与後消失 し細菌学的 に陰性化

と判定 した。

No12の 膀胱炎 は,細 菌学的 には不 明であ ったが,排

尿痛,頻 尿,血 液所見等 の改善 を認 め,有 効 と判 定 し

た。

III.副 作 用

T-3262を 投与 した112例 にお いて,本 剤 による と思わ

れ る副作用及び臨床検査値異常は認め な か った(Table

2)。

ただNo8の 症例 では,来 院時か ら軽度嘔気を訴え て

お り,ま た投与終 了時 に中等 度の倦怠感を訴え るよ うに

な った。感 染症 は治癒 と判定 したが,こ の時著明な肝機

能 異常 を認 めた ため本剤の影響 も考 え,T-3262のLST

検査 も含め精査 した所,ウ ィルス同定 及び免疫学 的検査

等 よ り,急 性A型 肝炎に よるものと判 明 した。

IV.考 察

T-3262は 富山化学工業(株)が 開発 した新規 の ピリ ド

ンカルボ ン酸系抗菌剤 であ る。T-3262は グラム陽性菌

をは じめ陰性菌,嫌 気性菌に対 し,広 範囲な抗菌 スペ ク

トラムを有 し,強 い抗菌 力を示す。 グラム陰性菌につい

ては従来 のキ ノロン系抗菌剤 とほぼ同等 と考 え られ るが,

陽性菌,嫌 気性菌 については最 も優れ た抗菌 力を示 して

いる。

今回,我 々は産婦人科領域感染症12例 にT-3262を

投与 し,本 剤 の有用性 の検討 を行 った。 その結果 ,12例
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Table 2. Laboratory findings of the cases treated with T-3262

B: Before A: After

中1例 が 著 効,10例 が 有 効,無 効1例 で あ り,有 効 率

91.7%で あ った。 また,5例 で 細菌 学 的 効 果 判 定 が 可

能 であ り,5例 中5例 で,す べ て の菌 の 消失 を認 め,陰

性 化 率100%で あ った 。 また,分 離 菌 のMICは,X.

maltophilia 1.56,B.bivius 3.13で あ った が,他 の

S.aureus 2株,Staphylococcus sp.3株,K.pneu-

moniae 1株 は,0.1以 下 であ り,P.magnusは0.39

であ った。 この うち,且biviusの み採 取 時 の検 体 では

MIC3.13μ9/mlで あ ったが,こ れ は バル トリン腺 膿

瘍 の症 例 か ら分 離 され た 菌 で あ り,T-3262の 投 与 と外

科 的療 法 の 併用 に よ り菌 の陰 性 化 を みた も の と 思 わ れ

る。 一 般 に ピ リ ドン カル ボ ン酸 系抗 菌 剤 は 血 中 よ りも組

織 へ の移 行 が 良 い よ うで あ り2),T-3262経 口投 与 後 の 病

巣への移行が十分 であ った とも考え られ る。

T-3262新 薬 シ ンポジウム で の本剤の副作用発現率は

3010例 中2.9%に 認め られた と報告されている%我

々の臨床的 検討 にお いては本剤による と思わ れ る副作

用,臨 床検 査値異常は認め られなか った。

以上 か ら,T-3262は 安全性 も高 く,産 婦人科領域感

染症に於 て,有 用 な薬剤 である と考え られる。
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T-3262 IN OBSTETRICS AND GYNECOLOGY
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T-3262, a new synthetic antibacterial agent was evaluated clinically in the field of obstetrics and

gynecology. The following results were obtained.
Seven patients with adnexitis, 1 with pelvic peritonitis, 1 with parametritis, 2 with Bartholin's

abscess and 1 with cystitis were treated with T-3262 at a daily dose of 450 mg for 5-14 days.
Clinical effect was excellent in 1, good in 10, poor in 1, and the efficacy rate was 91.7%. No

side effects due to T-3262 were noted.


